
Ⅵ 荏本孝ス先生塾長退任記念感謝の集い

2021年 12月 17日 14時～17時      総含司会 :山田美智子さん

桜木町びおシティ 6 11uL「さくらリビング 第 1研修室」

【開会の挨拶】 電山龍太郎塾長

荏本先生から塾長をヨlき継いだ鷲山龍太郎です。今日は 15
年務めた塾長が退任された塾長退任記念講演として開催しま

した。現役大学教授は多忙を極めますが、学生の指導、授業

の含間にだるまを盛り立てていただき、奇跡的に継続してき

ました。とてもうれしいことに、名誉塾長という立場で残っ

ていただけますので、指導者、助言者、仲間として活動して

いただけるのではないか、と期待しています。

お手元に届けた活動の記録は、会員の悪いが結集 して、短期間で形になりま した。

【第1部】記念講演 演題「市民と共に七転びノヽ起き」

～正し<恐れて 賢く生きる～

講師 荏本孝久 防災墾 だるま名誉塾長「神奈川大学工学部 教授」

【荏本先生 初めに】

今日のような会含を作つていただき、感謝しています。皆様

力と一緒にやってきた内容をもう一度、用い返していただ<こ

とでお間きいただければと思つています。

特に訴えたいのは、災害と社会構造が本当に変わつてきて、

それに対応する仕方も本来は変わるべきなのかもしれないが、

住民レベルからするとそんなに大きなことはできない。基本に根ざして地道に活動をする

のが正解だと闇ってずつと続けてきたが、新型コロすウイルスや気候変動などグローバル

に考えなければならないこともi曽 えている。

来年 3月に定年で神奈川大学を退職するので、だるまを新しい方に弓1継ぎ退任をさせて

いただ<ことにした。いろんな悪いがあるが、その一端を共有していきたい。

【荏本先生請演要旨】

今日は「市民とともに七転び八起き」というテーマで、15年程前に始まった 肪 災塾だ

るまの設立経緯」として、その当時に思い立ったことをお話 しさせていただきたいと思い

ます。

1995年の阪神大震災のショックが非常に大き<ハー ドのインフラ被害が目立って、都

市の機能が消失し、どうしようもない状況で市民が右往左往していました。事前に震災に

ついて者えてお<こ とが重要だと思いました。特にソフ ト面での震災対策が重要で、直後

の近隣の救出活動、避難所の運営、復 1日復興、ボランティアの支援、まちづ<リ コーディ

ネーター、地l或住民の自助共助の重要性などが社会で言われていましたが、それが決定的

に欠けていると思いました。多<の人が都市に集まつて高齢化が急激に進展し、独居老人、

障害者、タト国人も増えて複雑化している。情報化の進展で生活の環境が急速に様変わりし
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ています。行政レベルの防災活動と市民レベルの防災活動が融含されることな<、 防災情

報の共有化が行われていない。何とか、大きな地震が起こる前に防災情報の共有イヒと人的

ネットワークを作らないと大変なことになると感じました。それが「防災塾・ だるま」の

設立経緯でした。

それでハー ド・ソフ ト融含型の災害リスクマネジメント

を進めようと、学術フロンティア研究計画のプロジェク ト

を 2006-09年に申請して、補助金を頂きました。それを

原資として研究体制を作つて、いろんな方と力を含わせて

プロジェク トを進めようと考えていました。

2005年に神奈川区主催の「地i或まちづくり」の金 7回
の講座から動き出しました。以降、1列 会、談義の会、見学

会、講座、防災ギャザリングなどのイベントの開催・参加。そして県内に出向いての講演

会開催。だるまの方と被災地を訪れたり、だるまの会員が作つたゲームの公開とか。3.11

の被災地を巡る企画もして、llR地の方との話し含いも行いました。被災地に行き、話を聞

<のは防災活動に非常に大きなインセンティブを与える重要な取組みであり、「ネ申戸 1.17

の集い」にも多数回参力0してきました。

2014年に震災対策技術展が横浜で開催され、地震工学会の主催で「だるま」について

話をする機会がありました。このB寺のポイントは、神戸の経験もあつて地域防災活動の重

要性、それが決定的に欠けているため「防災塾・ だるま」のような活動を通じて、地i或 防

災活動を進めていると紹介したのがこのときの講演会の内容でした。

そんなことで私としてl~3、 「防災塾 。だるま」の位置づけは大きい。住民の方と一緒に、

住民レベルの防災活動を広|ずてい<ことは、メジャーな研究体制として取り組むには難し

い面もあつたが、何とかこじ開けて研究活動としての成果を集約・ 還元することを者えま

した。 磁 災塾・ だるま」は、珍しい研究だと社会的にも着目され、会員数も増えてマス

コミにも取り上げられて活動が急激に拡がりました。住民の方はもとより、行政、メディ

ア、学校、企業、団体で働<多<の方々に支えられて育てられたと思います。最初の5年

間のプロジェク トの後も「地域防災対策支援プロジェク ト」や「かながわ人と智の防災・

減災ネットワーク」とも連携して活動を模索してきました。残念なことに、ここ2年 F80は

新型コロすウイルス染症の彩響でやや活動が低下していますが、復活が近いことを願って

います。初心忘るべからず。住民主体の防災対策は重要で、ハードな防災対策も大事だが

ソフ トな防災対策はより大切で、災害対応には “これをやるしかない"と思つてい載す。

今後、電山新塾長の元で、新 し<て新鮮な取組みと活3_lへの展開を期待しています。

【第 2部】来賓のご挨拶

杉原顧Fo3: 現職8春には、地震想定、検証、復興などいろんな委

員会で助けていただしヽた。東日本六震災が起きて、岩楯先生と一

緒に現地に、E隊が強<、 私自身の活動にもだいぶ影響を与えた。

先生の研究のワークショップでスペイン、メキシヨにも連れて行

つていただいた。だるまでは、たまに顔を出すと快<迎え入れて
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いただいた。退宮されても、名誉塾長で残られるぜひこれからもよろし<お願いします。

岩楯先生 : 皆さんの先頭に立つて通進されたことに感謝。

都立大の土木工学の同窓で、一緒に微動観測をやってきた。荏本さんはスペインのアルメ

ニア大学との共同研究で私も参加。中国とも国際交流を行ってきている。阪神淡路、東日

本、熊本。インドの地震、オークランド国際会議もご一緒した。

中川顧 F・5: 関東大震災から 100年、次の 100年に向かって、気が付いたことに責任

をもつて取り組んでい<ことだ。荏本先生は退職により裏方にまわるので、各面で協力願

いたい。県全i或のつできているネットワークを充実していただきたい。特に「人と智ネッ

ト」をもう少し動<よ うにして、だるまも緩く楽に動けるようにしてい<ことを期待して

います。

落含先生 : 荏本先生のところでlBIいている。一歩弓|いていたが、退任をすると言うこと

で、だるまに入らせていたださました。

高梨さん : 神奈川県の地震被害想定を8召和 0寺代から担当。

文科省の地域防災支援プロジェク トを神奈川でと、データ

ベース、人と研究者、市民などをつないでネ ットワークを

作ることとしま した。研究終了後「人と智」を作つてヨ|き継い

でいる。荏本先生の知恵をお借り出来ればと日つています。

石垣さん :内閣府防災にいて、市民防災が大事だと確信するようになりま した.京者β大学

に社会人入学 し、東日本での避難の議論が、西日本豪雨でも起きており、疑間を持ちま し

た。災害のたびに役所は観測と予報の高度イし、伝達ツールなど工学的な対応が中心になり

ますc住民アンケー トでは、避難理由が家族や近所、町内会役員、消防団などの声かけ、

地域コミュニティの声かけが非常に大きい、また、地元横浜の防災に関lbがあります。

第 3部.車座  談義  「参加者か ら一言」 ～「だるま」の思い出とこれから～

参加者全員から一言ずつ発表頂きました。皆さんスしぶりの会含、また新しい塾長、後

任の落含さん、人と智の高梨さん、国の元防災担当の石垣さんとの交流にもなりました。

oだるまの活動での感想

・ 専門家から身近に色なな話が間け事実がわかりました。

・ 被災地を見て「百間は一見にしかず」で した。
。この経験を自分の活動に役立てています。

o荏本先生との活動に感謝

・だるまの活動が行政から信頼され、つながりができている。

・ニュージーランドの地震では荏本先生の紹介で研究者にインタビューできた。

・地域での行政との協働事業で、先生の講演や現地調査が行われ、お世話になった。

oE/t災塾・ だるまへの期待と提案
。だるまは変わつていかなければならない。会員と学生が一緒に活動できないか。
0地元で活動すると「気候変動」や「CO∨ID-19禍」の期待があり、活動を願う。

・同じような事故がいまでも発生している。再発防止ができないか。
0災害は生きるか死ぬかの因縁がある。(可がよいか教えるのがだるまの使市ではないか。
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つ日の講演で災害の歴史を学んだ。2018年にだるまに入会、活動に参加し、楽しい

活動を 10何年やっていていいなと思っていました。県内の地盤を調査して、災害の歴や

現地の実態を皆さんに伝えてこられた。ソフ ト面充実、連携構築、課題も提示されたと思

います。新しい体市」ではABCDサロンでの活動、連携の構築を形作り、みなさんと一緒

にクリエイ トして行ければと思っています。 助 災塾 0だるま」通信では「名誉塾長の部

屋」を書いていただいている。今後も活動する仲間としてお願いし散す。

感謝状贈呈 花束 贈呈

【閉会の言葉】 池田相談役

荏本先生、長年のご支援に感謝いたします。今後は健康に留意され、神奈川大学や研究

活動等展‐/1生の財産を生かした新しい挑戦を期待しています。

新体制では、活動を楽しむ原点を忘れない、小学生から中高・大学生までの防災活動を

拡大しより充実してい<、 鷲山新塾長の「驚」のように、大空からの視野で常に考え、過

去にとらわれない新しい挑戦で羽ばたいていきましょう。
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